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■ µ，σ （σ > 0）を定数とするとき，関数

y = f(x) =
1√

2π σ
e−

(x−µ)2

2 σ2 , −∞ < x < +∞

の増減，凹凸を調べて，グラフの概形を描け．また，極限 limσ→+0 f(x) を調べよ．

（解） すべての x に対して f(x) > 0 であることに注意したい．対数をとると

log f(x) = − (x − µ)2

2σ2
− log

(√
2π σ

)
となり，この両辺を x で微分すると

f ′(x)
f(x)

= −x − µ

σ2
,

f ′′(x) f(x) − {f ′(x)}2

{f(x)}2 = − 1
σ2

が得られる．

f ′(x) = −x − µ

σ2
f(x), f ′′(x) =

{f ′(x)}2

f(x)
− 1

σ2
f(x) =

(x − µ)2 − σ2

σ4
f(x)

より f(x) の増減表とグラフの概形は上図のようになる．
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また，すべての t > 0 に対して et > t であることに注意すると，x 6= µ のとき，はさみうちの原理と

0 < f(x) =
1√

2π σ
· 1

e
(x−µ)2

2 σ2

<
1√

2π σ
· 1

(x − µ)2

2σ2

=
√

2σ√
π (x − µ)2

より limσ→+0 f(x) = 0 であり，f(µ) = 1/(
√

2π σ) より limσ→+0 f(x) = +∞ である．
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